



















































































































































































































































































































































































































































































　そんなことがあって，ニューヨークでは大きな 2階建ての， 1階部分と 2階部分
が分かれておりまして， 1階部分を借りまして 2階には大家さん，初老の女性と猫
が 1匹住んでおりました。子どもの面倒を見てもらったり，お料理を教えてもらっ
たり，本当に家族同様に仲良くしてまいりました。ニューヨークについて 3か月後
に長男をニューヨークの病院で産みました。その時にアメリカの医療制度というの
を身を持って体験いたしました。アメリカの民主党は近年クリントン女史が国民皆
保険制度を訴えていますけどもなかなか実現できておりません。
　アメリカでは日本のように国民保険証を持っていけば誰でも何処でも必ず医療を
受けられるという国民皆保険制度になっていないんです。多くの人は民間の保険に
入っている。お金持ちの人はいい保険に入り，それなりの人はそれなりの保険に入
り，私たちみたいな貧乏な学生は保険にも入れませんので，そういう人達専用の病
院がありました。私はそこで出産しましたが 3日で退院しました。当時，日本では
産後 1か月は安静にといわれていましたが，アメリカでは 3日後からは普通の生活
をするようにといわれました。病院では黒人のお母さんと同室になりました。私は
2人目ということもありましてあまり慌ててはいなかったんですけれども，ともか
く救急車だけは呼んでくれるな，と言っておりました。なぜでしょう。そうなんで
すよね。向こうでは救急車は有料なんです。日本は無料ですから何かあったらすぐ
119番，と呼べば来てくれますけど，当時は，州によって違いますけれども 1回 7
万から10万円はとられた，と思います。これはアメリカで良く言われている話です
けど，救急車が現場について真っ先に何を聞くとお思いでしょうか。日本だったら
「どうしましたか」，「どこが悪いんですか」と聞きますけれども，「あなたは保険に
入ってるか，どの保険に入ってるか」という風に聞いて，良い保険に入っていたら
良い病院，それなりの保険はそれなりの病院へ。私たちみたいな保険に入ってない
のはその専用のところ，と行き先が違う。
11．帰国後の仕事，家事，育児
　ともかくアメリカでの 2年間の生活を終えまして，家族 4人で帰国いたしまし
た。そして私は 2人の子どもをすぐに保育園に預けて仕事を始めました。 2人の子
どもを自転車の前と後ろに載せてオムツも着替えも仕事の鞄もみんな乗せて凄い格
好で通っておりました。晴れた日はいいんですけど，雨が降ったり雪が降ったりす
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ると自転車は使えない。バスがなかなか来ないタクシーもつかまらない。本当に大
変な思いでした。また風邪をひいたとか麻疹になったというと保育園は預かってく
れない。お医者さんに連れて行かなくてはいけないし，朝10時の法廷に遅れてはい
けないし，本当に泣きたい思いが何回もありましたけれども，実はその体験が議員
になって保育所の待機児童ゼロ作戦とか，子育てサービスの充実とかの実現に繋が
りました。
　ある日，いつものように朝起きて子供を前と後ろにのせて，荷物を載せて，そし
てさぁ出発といって前の子を降ろして後ろを見て降ろそうと思ったら乗っていませ
ん。乗せ忘れてきてしまいました。それほど前のめりになって必死で走っておりま
した。急いで家に戻りましたら家の前で長女が泣いておりました。未だに「あの
時，お母さんは私を置いていった」と言われます。
　私たちの若い時代は，仕事も女性は男性の 2倍 3倍やってようやく一人前と認め
てもらえるそんな時代で，本当に必死でがむしゃらに働き続けてまいりました。家
事，育児，仕事。朝早くから夜遅くまで走り続けましたけども，ある時，ついに体
力の限界で過労で倒れました。家事育児は女性だけが受け持って当たり前という時
代から今は少しずつ変わって，育メンというようなことが流行っているそうですけ
れども，ともかく，後に続く女性の皆さんには私たちの年代のような過酷な働き方
ではなくて，もっと自然な形で，子育ても楽しめる・家族との時間も大切にでき
る，そんな自然な形にできればいいなと思っておりました。
12．政治家として
　弁護士として20年経った時に，公明党の議員にというお話をいただきました。そ
の頃，創立者と歴史家トインビー博士との対談を読んでおりました。その中で，こ
の 2人の世界的指導者が世界平和を実現するために，庶民の人達を幸福にするため
に，何をしなければならないのかということを深い哲学の上から論じておられるこ
とに感動し，何度も読み返しました。そこでは「女性の意見が尊重される社会は平
和で幸せな社会になる」と語られておりまして，女性の役割・使命がますます重要
になる，と。それに背中を押される思いで一生懸命に18年間走ってまいりました。
育児介護休業法を充実させたり，あるいはDV防止法とか，ストーカー規制法ある
いは　子どもの権利条約の批准，児童虐待防止法，発達障害者支援法，性同一性障
害者特例法，刑法改正などたくさんの立法に携わらせていただきました。本当に良
い思い出をたくさんいただきました。また，創立者は今から既に50年も前にこう明
言されておりました。「宗教革命は即政治家革命，政治革命に繋がっていく。それ
が歴史の方程式である。私はやがてこの理想が実現することを信じている」といわ
れました。公明党の創立者も池田先生です。公明党は創立者の理想すなわち世界の
平和，人々の幸福実現のためにつくられたということを学びこの理想実現のために
一議員として日々祈りながら戦わせていただきました。議員の時代創立者から度々，
叱咤激励，ご指導をいただくことがありました。それは公明党は徹して庶民の側に
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立て，徹して平和のために，人々の幸福のために働けということでした。
　20世紀は戦争と対立と競争の時代。男性優位の時代でした。また，帝国主義とか
民族主義とか軍国主義，人々の不幸の上に我が幸福を築いて恥じない時代ともいわ
れました。これを変革して，21世紀は対話と思いやりと助け合い協調の時代にして
いかなければいけない，そのためには21世紀を女性の世紀にといわれました。生命
を慈しみ育てる。また平和を心から願う女性が活躍する時代に私たちがそういう社
会にしていかなければならない，と決意しながら戦わせていただきました。
　またある時，創立者は次のように語ってくださいました。「政治とは何か。それ
は闘いである。民衆の生活をよくする闘いである。民衆の苦悩を救う闘いである。
何も変わりはしない，と諦めてしまった民衆に対して，違う，自分達の暮らしは自
分達の力で変えられるんだ。我々の人生の主人公は我々自身なんだ，と励まし，未
来を指さし，障害の山を乗り越え，希望を現実に変えていく闘いである」。政治の
現実は大変厳しかったですけれども，その壁にぶつかる度に創立者の励ましを思い
出して自らを奮い立たせてまいりました。
　苦労もあり悩みもあり挫折も経験しながらここまで走ってこられましたのも，本
当に創立者の励ましと，また，皆様の激励のお蔭です。心から感謝しております。
これからも皆様と共に希望の未来へと走り続けてまいりたいと思います。本日は拙
い話をお聞きいただきまして大変ありがとうございました。
盛大な拍手
